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もう、悩まない！『石原健の HOTEL LOVERS』

にご縁があり転職いたしました。私は呼ん
でいただければ、基本的には「行きます」
というスタンスです。それは必要とされる
場所で最大限の力を出していきたいとい
う考えだからです。

石原　広報や PR など、ホテルにより表
現方法は異なりますが、大切にされてい
ることはどのようなことですか。
大滝　ホテルに勤務しているスタッフがハッ
ピーであれば、より心を込めたおもてなし
はもちろん、新鮮で魅力ある商品を開発、
PR することができるという考えです。広報
や PRと言うと、どうしてもメディアなど、ホ
テルの宣伝に直接的につながる分野や業
種のみに目が行きがちです。しかし、自分
たちのホテルの素晴らしさを外部にアピー
ルするためには、まずは内部とのコミュニ
ケーションで企画を実現させるための円滑
な連携と信頼を築くことが必要なのです。
　報道していただくためにお食事のご招
待（実食の取材）をすることもありますが、
単に経費を使っているのではなく、より多く
の人に知っていただくためのものであること
を内部スタッフに理解してもらうことや、部
署を超えた円滑な人間関係の構築により、
宿泊とF&Bを連動させた商品開発もス
ピーディに実現化できます。そのためにも私
たちの役割では内部・外部のコミュニケー
ション、そして地域連携により企画を掘り下
げながら情報をより多く発信することが大切

1998 年 9 月 24 日、横浜駅西口の目の前、徒歩 1 分の立地に 28 階建て高層ホテルとして開業したのが横浜ベイシェ
ラトン ホテル＆タワーズだ。客室 348 室、24 階～ 27 階のクラブフロアにクラブラウンジ、8 軒の飲食店、宴会場、プール、
フィットネスなどのスポーツクラブなど、ホテルに求められるアイテムがギュッと凝縮されている。今年開業 25 周年を
迎える横浜ベイシェラトンホテルは、レストランや宿泊などの話題も豊富でリリースや SNS で発信し続けている。そこ
で今回はポルトガルやスペインでのホテル経験を持つ大滝直子 PR コーディネーターにお聞きした。

だと思います。みなとみらいをはじめ横浜
にある企業とコラボレーションした宿泊プラン
を販売したり、ホテルとしましては、サッカー
や野球、ボクシング、ラグビーなどの地元ス
ポーツ団体との連携にも努めています。

インパクトあるリリース制作に向け
写真はプロに依頼

石原　社内外のネットワークを第一に取り
組まれていらっしゃいますね。
大滝　開業準備室の F&B オフィスの上
司の皆様には本当にかわいがっていただ
き、一から教えていただきました。フランス
人の後にギリシャ人の新たな F&B ディレ
クターが就任した際、間違えてコンフィデ
ンシャルな契約書を他に流してしまったの
ですが、そのディレクターは怒らずに指導
してくださいました。コミュニケーションとと
もに恵まれた環境でホテルを学べること、
そのようなスタッフのハッピーこそが、ホテ
ルが成長するための原動力につながると
思っております。若いスタッフに対しては、
ホテルや飲食のトレンドなどに常にアンテ
ナをはり、自分の目で見たり、食べたり、
体験して仕事に活かしてほしいですね。

石原　おっしゃる通り、ホテルの職場環
境づくりはとても大切なことですね。
大滝　現在は若手 2 名と私でマーケティ
ング部の業務を担当し、SNS や Web サ
イト、リリース作成や取材対応を行ってい
ます。特にメディアに向けたリリースはキャッ
チの文と写真が重要で、パッと見てまず

は興味を持っていただけるかが大事なポイ
ントとなります。そのために掲載する写真
はコンサル会社とカメラマンやスタイリストと
ともに作り上げています。素人感覚では
ない、引き付けられる写真を発信するた
めにはプロのアイデアとホテルの価値観を
一致させる必要があると考えるからです。
また、様々なメディアで頻繁に横浜ベイシェ
ラトンを目にしていただけるよう、露出頻度
を高める努力が重要だと思っています。

石原　社内コミュニケーションやホテル内
外での連携ができているからこその攻め
の一手ですね。最後にひと言と、今後
についてお聞かせください。
大滝　私はワークライフバランスを大切に
し、プライベートと仕事の両立を大事にし
たいと思っています。私生活が充実する
ことで仕事のパフォーマンスも上がってく
ると個人的には考えています。スタッフが
置かれている環境はさまざまだと思います
が、多様な業務があるホテルだからこそ、
好きな分野で活躍できるというロールモデ
ルになりたいと思っています。今後のビジョ
ンについては、チャンスがあれば、新しい
ことにもチャレンジしたいと考えています。

石原　旅行、食べること、お酒そしてサッ
カー観戦など、常に何でも試してみたいと
いうポジティブさや一線を越えた協調性や
企画力など、これまでの日常やホテルで
の経験を活かして、海外を含めまた新た
な一歩を踏み出してください。同期として
期待しています。
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“好きな分野で活躍できる”という
ロールモデルになりたい

～スタッフがハッピーであれば、より良いおもてなしや、新鮮で魅力ある商品を開発、ＰＲできる～

強く受け継がれているポルトガルのリスボン
のインターコンチネンタルホテルだったので
す。はじめは戸惑いましたが、とてもウェ
ルカムな国民気質で、現地のスタッフが
優しく声をかけてくださり、仲良くしてもら
い、いろいろと教えていただきました。そ
のときのプロジェクトの一つであった“和
朝食プロジェクト”はお客さまにとても喜
ばれました。また日本人のお客さまが骨折
した際には、現地の病院でその症状を日
本語、英語、そしてポルトガル語での連
携対応を行い感謝されたり、現地の法
人企業に営業に通ったり、かけがえのな
い、貴重な時間を過ごすことができました。

必要とされる場所で最大限の力を

石原　そしてホテルインターコンチネンタル
東京ベイの開業準備室にて、F&B オフィ
スからマーケティング部 PR 担当へ、新た
な部署を経験されたのですね。
大滝　帰国後は、ホテルインターコンチネ
ンタル東京ベイの開業準備室にて、当初
は F&B オフィス、その後マーケティング部
PR担当へ異動。そこから日本初のマリオッ
トホテル開業を目指す準備室を兼ねて東
京ビッグサイトにオープンした JW'sカリフォ
ルニアグリルに転職して広報を担当したの
ですが、プロジェクトがなくなり解散となっ
たため、ヨコハマ グランド インターコンチネ
ンタル ホテルのマーケティング PR 担当と
して復帰したのです。その後、出産・子
育てによる数年のブランク経て、ホテルイ
ンターコンチネンタル東京ベイに戻りセール
スアシスタントを務めた後、現在のホテル

英語圏志望がポルトガル語の世界に

石原　大滝 PRコーディネーターとの出会
いは、34 年前に正社員として初めて勤
めたヨコハマ グランド インターコンチネンタ
ル ホテル 開業準備室の新卒同期生に
始まります。第1期生の募集ということで、
応募総数は 500 人、書類審査のあと6
次面接まであり、最終的には男性 6 人
が採用されましたが、その際に募集がな
かった女性も2 名いたのが驚きでしたね。

大滝　女性は公募がありませんでしたの
で、私は直接志願書をホテルに送りました。

石原　なぜ、ホテルに興味を持たれたの
ですか。
大滝　英語が活かせる仕事をしてみたい
と思い、ホテルや観光、航空会社に興
味を抱いたことに始まります。ヨコハマグラ
ンドインターコンチネンタルホテルを選択した
のは就職のガイドブックを見て、横浜で開
業するおもしろいカタチのホテルで働いて
みたい！ と思ったことからです。開業まで 2
年半ありましたので、最初の 1 年間は給
与をいただきながら横浜の YMCA ホテル
専門学校へ通わせてもらい、その後は京
王プラザホテルで実施研修いたしました。

石原　男性は 1 年間、東中野の日本ホ
テルスクールで学び、八ヶ岳高原ロッジ
での実習なども体験しました。2 年目に開
業準備室に配属になってからも、同期の
メンバーでフォンテンブローやトゥールダル
ジャンなどの高級店にも勉強に行きました
ね。そして私は営業部、大滝さんは料飲
部の F&B オフィスに配属されました。
大滝　本当はゲストリレーションズ業務を
望んでいたのですが、なぜか F&B 事
業に携わることになりました。もともと、食
べることが好きでしたので良かったのです
が、どうしても海外のホテルでの経験を
積みたいという思いがあったことから、海
外勤務を希望し続けていましたので、海
外勤務のオファーがきていると聞いたとき、
迷うことなく志願しました。ところが勤務先
は希望していた英語圏でなく母国語が根
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